
町田市生涯学習センター（東京都） 障がい者青年学級を発展させた「学びから発表へ」

●活動のねらい：障がいのある青年が豊かな生活を築くため、「生きる力・働く力の獲得」
①学級活動は、話し合いが基本で、集団決定による「自治」
②家庭と仕事以外の第3の場から客観的に捉える「生活づくり」
③学級生の思いを取り入れたオリジナルソングに代表される「文化の創造」
※活動を支援する有償ボランティアスタッフは、10代から現役およびリタイア世代まで在籍

●青年学級のあゆみ：
1974年 学級開設（学級生20名）
1985年 コース制での活動開始（学級生57名）
1991年 ひかり学級開設（2学級制：学級生105名）
1997年 土曜学級開設（3学級制：学級生169名）
2004年 本人活動の会「とびたつ会」誕生

町田市障がい者青年学級について

【効果的な学習プログラムの開発】

新たな学習プログラム構成と実施体制

【関係機関・団体との連携】

支援者間の会議
対象：主に青年学級支援者

内容：発表に向けた支援者間の情報
共有・意見交換を随時実施

支援者養成講座
タイトル：同じまちに生きるあなたと共
に
対象：障がい者支援に興味のある方

内容：支援の担い手になる方の成長
を促すための座学と体験型講座

支援者向け研修会
タイトル：スタッフ研修「障がい者青年
学級の新しい流れ」
対象：主に各地域の青年学級関係者

内容：①各地域の青年学級の実践
報告、②障がい者支援の方法、③青
年学級の果たす役割

発表に向けた学習会
対象：主に青年学級参加者+
地域の当事者

内容：発表に向けた当事者
間の話し合いと歌唱練習

うたの教室
対象：障害者手帳所持者

内容：専門家による歌唱指
導、ボイストレーニング

＜連携協議会＞
学習プログラムの開発、実施
体制・連携モデルの構築に向

けた協議・検討・決定
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自立した主権者として、他者と協働しつつ、社会に向かって発信する力を育むため、
集い、語り合い、学びを深め、その成果をステージ発表に作り上げて社会にアピール

→地域社会に向けて、障害の理解促進とともに共生に向けた意識を醸成する
特別支
援学校

青年学級成果発表会
対象：青年学級参加者
内容：年間16回の活動に即し
て、１年の活動成果を発表

うたの教室発表会
対象：うたの教室受講者

内容：歌唱練習した数々のう
たの発表

マルチビタミンコンサート
対象：本人活動の会「とびたつ
会」

内容：とびたつ会から生まれた
オリジナルソングの発表

支援者向け 当事者向け

若葉とそよ風の
ハーモニーコンサート

2019年5月11日（土）13:30～
町田市民ホール

（東京都町田市森野2-2-36）

これまでの青年学級の学びをベースに、
新たな発表活動に関する学習プログラム
の開発と実践、実施体制構築へ展開


